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　下水道の本管が詰まり、マンホールから汚水があふれ

て下水道が使用できなくなったり、マンホールポンプが

故障したりしています。主な原因は、水に溶けにくいテ

ィッシュペーパーや紙おむつ、生理用品などが本管に付

着して流れを阻害したり、家庭などから流される油類が

固まって管をふさいだりするためです。また、ハンカチ

やタオル、おしぼりなどが流れに支障をきたすこともあ

ります。下水道は私たちの生活になくてはならないもの

です。常に下水がスムーズに流れるよう、マナーを守っ

て大切に使ってください。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちのののののののののののののののののののの大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切なななななななななななななななななななな下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道 ママママママママママママママママママママナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーをををををををををををををををををををを守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守っっっっっっっっっっっっっっっっっっっってててててててててててててててててててて使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょうううううううううううううううううううう●私たちの大切な下水道　マナーを守って使いましょう●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工排水設備工事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事ののののののののののののののののののののの進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方進め方

　新たに下水道が利用できる区域（次ページ参照）にお

住まいの方は、下水道本管への接続工事を行っていた

だくことになります。その進め方を簡単に紹介します。

①工事店を決める

　市が指定している工事店から選んでください。見積

金額を見て、自己資金でできるか、下記の融資あっせ

ん制度を利用するか判断してください。

②市へ工事を申請する

　指定工事店が市へ申請します。その際に、工事の予

定期間を記入していただきます。

③市の検査を受ける

　実際の工事は２日程度で終わりますが、使用開始時

に市の完了確認が必要です。検査当日は立ち会いをし

ていただきます。また、検査時に、下水道使用料につ

いて説明します。

④使用料の賦課確認を

　上水道の検針は、２か月に１回行います。その際に

交付される「使用水量のお知らせ」に下水道使用料の

予定額が記載されていますので確認してください。
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　下水道に接続するための排水設備工事費（台所や風

呂、洗濯、トイレなどから出る汚水を下水道に流すた

めの宅地内工事）を一度に負担することが困難な方の

ために、改造資金の無利子融資をあっせんする制度が

あります。これは、元金を毎月返済していただき、市

が金融機関へ利子を支払う制度です。

融資対象となる工事と融資限度額

①くみ取り便所を水洗便所に改造し、排水設備を下

水道に接続する工事…１件につき５０万円

②し尿浄化槽を廃止し、排水設備を下水道に接続す

る工事…１件につき５０万円

※くみ取り便所または、し尿浄化槽が１か所増える

ごとに１０万円を加算した額が限度です。

申込方法　下水道接続工事をするときに、市が指定し

た排水設備指定工事店を通じて申し込んでください。

返済方法　融資を受けた翌月から５０か月以内の元金均

等月賦償還です。

▼５０万円の場合…月１万円を５０か月で償還
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▼

不用になった

浄化槽を転用し

た場合

▼雨水をたてと

いを通して集め、

散水などに使用

した場合

◆雨水貯留浸透施設の例
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　雨水貯留浸透施設を設置する方に、その費用の一部

を補助します。雨水の流出を抑え、地下水として利用

することで、自然環境の保全と回復を目指します。

補助対象　雨水貯留槽（雨水タンク）、既存浄化槽転

用雨水貯留槽、雨水浸透ます、雨水浸透管、浸透側

溝、透水性舗装など

補助対象区域　市内全域（一部除外区域あり）

補助金額　工事費の３分の２の額（補助限度額は１０万

円）

その他　施設の管理に関する協定を市と締結すること

が必要です。ただし、補助を受けた施設は、締結後

７年が経過するまで廃止できません。

　下水道施設は、道路や公園のように誰もが利用でき

るものではなく、下水道整備が完了した区域の方から

順番に利用できるものです。下水道整備には大変な時

間と費用がかかります。そのため、利益を受けられる

ようになった区域の土地所有者などに建設費の一部を

負担していただく受益者負担金制度を実施しています。

　下水道を利用できるようになった区域から、順次、

受益者負担金の通知を送付しますので、納付をお願い

します。
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　国森町地内に建設中の矢田ふれあいセンターが３

月末に完成し、５月１日から利用できます。市内１５

館目の公民館となる同センターは、生涯学習の成果

の発表や講演会、軽い運動などに利用できる多目的

ホール（くすのきホール）、簡単な料理もできる研修

室など、貸し出し用の部屋が７室あります。また、

無料でご利用いただけるキッズコーナーや談話コー

ナーなどもあります。生涯学習活動や地域のコミュ

ニティの交流の場として、ぜひご利用ください。

開館時間　午前９時～午後９時

休館日　月曜日、年末年始（１２月２９日～１月３日）

利用許可申請方法　４月１日昇午前９時から直接同

センターへ。ただし、４月中は午後５時まで。

※利用許可申請には団体登録カードが必要です。

登録カードの発行には時間がかかることがあり

ますので、登録がお済みでない団体は、事前に

登録をしてください。市内全ての公民館・ふれ

あいセンターで手続きができます。

使用料など　下表のとおり

問合先　生涯学習課生涯学習担当（緯５５・３５１５／中

央ふれあいセンター内）

５月５月１１日か日からら矢田ふれあいセンターがオープ矢田ふれあいセンターがオープンン

屋上に屋上にはは１０Kwの太陽光発電設備を設置。環境にも配慮した施設で１０Kwの太陽光発電設備を設置。環境にも配慮した施設ですす 和室１（和室２と合わせて和室１（和室２と合わせて１１
つの部屋として使えますつの部屋として使えます））

多目的ホール（くすのきホール多目的ホール（くすのきホール））研修研修室室１・２（仕切りを外し１・２（仕切りを外し、、
１つの部屋として使えます１つの部屋として使えます））

自由に使えるキッズコーナ自由に使えるキッズコーナーー

▼定員および使用料一覧表

金　　　　　額

定員利　用　区　分 全   日夜   間午   後午   前
午前９時
～午後９時

午後５時
～９時

午後１時
～５時

午前９時
～午後１時

６，３００円２，１００円２，１００円２，１００円１００人団体利用
多目的ホール
（くすのきホール） ３００円１００円１００円１００円―

個人利用
（１人につき）

１，２００円４００円４００円４００円３２人会議室

９００円３００円３００円３００円２６人研修室１

９００円３００円３００円３００円２０人研修室２

６００円２００円２００円２００円１４人和室１

６００円２００円２００円２００円１２人和室２

６００円２００円２００円２００円１２人ミーティングルーム

▼矢田ふれあいセンターの位置図
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　西尾市高齢者福祉計画・介護保険事業計画（第５

期）の見直しをするにあたり、皆さんの意見を反映

させるため、同計画（第６期）策定委員会の委員を

募集します。高齢者福祉や介護保険に関心のある方

は、ぜひご応募ください。

対象　次の３つの条件のうち、いずれか１つを満た

し、平日に開催する６回程度の会議に出席できる

方

①高齢者の介護・福祉関係のボランティアの経験

がある方

　②４０歳以上で高齢者の介護や福祉に関心がある方

　③高齢者の家族などを介護した経験がある方

任期　５月～２７年３月

募集人員　５人

申込期限　３月２８日晶

申込・問合先　便せんに住所・氏名・年齢・職業・

電話番号・申し込みの動機を記入の上、直接長寿

課給付担当（緯６５・２１１９）へ。

高齢者福祉計画・介護保険事業計画の策定委高齢者福祉計画・介護保険事業計画の策定委員員会会委員を募委員を募集集

　各市立図書館では、蔵書点検のため臨時休館しま

す。ご不便をお掛けしますが、ご理解とご協力をお

願いします。

休館期間　３月１１日昇～１５日松

休館する施設　西尾市立図書館、一色学びの館（展

示室、学習室は利用可）、吉良図書館、幡豆図書館

（幡豆児童館は利用可）

図書の利用ができない施設　寺津・米津・福地・室

場・三和の各ふれあいセンター配本所、吉良児童

館

　※施設は開館しています。

返却可能場所　返却ポスト（各市立図書館・市役所

西玄関・総合福祉センター・吉良町公民館）、各

ふれあいセンター配本所

問合先　西尾市立図書館（緯５６・６２００）　　　　　

　　

３３月月１１日～１１１日～１５５日は日は図書館を臨時休館しま図書館を臨時休館しますす

みどり川沿いの桜見物をお楽しみくださみどり川沿いの桜見物をお楽しみくださいい

　花見の季節が近づ

いてきました。市で

は、西尾みどり川桜

まつりの期間中、み

どり川沿いに桟敷席

を設置します。桟敷

席から桜見物をお楽

しみください。

利用期間　３月２１日抄～４月６日掌

利用時間　 ▼昼の部…午前９時～午後４時　 ▼夜の

部…午後５時～１０時

※ 四九 朝市の開催日は、昼の部の桟敷席が一部利
よくばり

用できません。そのほかの事情により、受け付

けできない場合があります。

利用料　１マス（約３畳分）１，５００円

申込期間　３月5日昌～４月６日掌　午前１０時～午

後５時。ただし、火曜日を除く。

申込方法　電話で、六万石ギャラリー（緯７７・０２５２

／吾妻町）に仮

予約後、同ギャ

ラリーで利用料

金を支払い、正

式予約してくだ

さい。

問合先　市観光協

会（緯６５・２１６９

／商工観光課内）
咲き誇る桜の下に設けられる桟敷咲き誇る桜の下に設けられる桟敷席席



７ 平成２６年３月１日号広報

参加料定  員場　 所時　　 間期  日  な  ど運動強度・難度教　   室　   名

各コース
２，０００円

各コース
３０人

ホワイト
ウェイブ２１
多目的ホール

午前９時３０分～１０時３０分

４月８日～６月２４
日の毎回火曜日　
全１０回

中エアロビクス

午前１０時４０分～１１時４０分弱さわやかエアロ（６５歳以上）

午後１時３０分～２時３０分弱エアロビクス

午後２時４０分～３時４０分弱リズム体操

午前９時３０分～１０時３０分

４月９日～６月１８
日の毎回水曜日　
全１０回

中エアロビクス

午前１０時４０分～１１時４０分中健康体操

午後１時３０分～２時３０分弱エアロビクス

午後２時４０分～３時４０分弱さわやか体操（６５歳以上）

午前９時３０分～１０時３０分

４月１０日～６月１９
日の毎回木曜日　
全１０回

弱エアロビクス

午前１０時４０分～１１時４０分中健康体操

午後１時３０分～２時３０分中エアロビクス

午後２時４０分～３時４０分中健康体操

午前９時３０分～１０時３０分

４月１１日～６月２０
日の毎回金曜日　
全１０回

中エアロビクス

午前１０時４０分～１１時４０分中健康体操

午後１時３０分～２時３０分中エアロビクス

午後２時４０分～３時４０分弱美しい姿勢と歩き方

各コース
３，０００円

各コース
３０人

ホワイト
ウェイブ２１
２５杓プール

午前１０時～１１時３０分４月８日～６月２４
日の毎回火曜日　
全１０回

弱水中運動教室

午後１時３０分～３時強初心者水泳教室

午後１時３０分～３時
４月９日～６月１８
日の毎回水曜日　
全１０回

中はじめての背泳ぎ

午前１０時～１１時３０分４月１０日～６月１９
日の毎回木曜日　
全１０回

中水中運動教室

午後１時３０分～３時中男性水中運動教室

午前１０時～１１時３０分４月１１日～６月２０
日の毎回金曜日　
全１０回

強初心者水泳教室

午後１時３０分～３時中水中運動教室

　ホワイトウェイブ２１では、春の健康づくり教室を

開催します。健康づくりのため、ぜひご参加くださ

い。

対象　市内在住または在勤で、自己の体調管理がで

きる方

申込期間　３月１日松～８日松　午前９時～午後５

時。ただし、３日捷を除く。

申込方法　直接ホワイトウェイブ２１へ。電話や郵送、

代理人による申し込みはできません。申込期間内

に定員を超えた場合は、３月９日掌午前１０時から

抽選を行います。結果は、３月１１日昇午前９時か

ら館内に掲示します。ホワイトウェイブ２１ホーム

ページからも閲覧できます。

問合先　ホワイトウェイブ２１（緯３４・８２２２）、スポ

ーツ課施設担当（緯５４・０００２／総合体育館内）

春春春春春春春春春春のののののののののの健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康づづづづづづづづづづくくくくくくくくくくりりりりりりりりりり教教教教教教教教教教春の健康づくり教室室室室室室室室室室室



分
布
調
査
成
果
報
告
会
　
歴
史
座

　
幡
豆

in日
時
　
３
月
　
日
抄
　
午
後
１
時

２１

（
午
後
０
時
　
分
受
付
開
始
）

３０

場
所
　
幡
豆
公
民
館
大
会
議
室

内
容▼

第
１
部
…
幡
豆
歴
史
民
俗
資

料
館
　
伴
野
義
広
に
よ
る
講

演
「
幡
豆
の
矢
穴
石
」

▼
第
２
部
…
Ｎ
Ｐ
О
古
代
 邇
  波
 

に
 

わ

の
里
・
文
化
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
会
員
に
よ
る
「
古
代
幡

豆
と
海
の
民
」
と
題
し
た
セ

ッ
シ
ョ
ン

定
員
　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
料
　
無
料

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
Ｎ
Ｐ
О
古

代
邇
波
の
里
・
文
化
遺
産
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
理
事
長
　
赤
塚
次
郎

氏
そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

問
合
先
　
文
化
振
興
課
文
化
財
担

当
（
緯
　
・
２
４
５
９
／
岩
瀬

５６

文
庫
内
）

岩
瀬
文
庫
特
別
講
座
「
今
年
度
の

調
査
か
ら
わ
か
っ
た
こ
と
　
」
１１

　
岩
瀬
文
庫
の
全
資
料
調
査
も
　１４

年
目
に
入
り
ま
し
た
。
今
年
度
の

調
査
で
見
つ
け
た
成
果
や
面
白
本

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時
　
３
月
　
日
松
　
午
後
１
時

１５

　
分
～
３
時

３０
場
所
　
岩
瀬
文
庫
研
修
ホ
ー
ル

（
地
階
）

講
師
　
名
古
屋
大
学
教
授
　
塩
村

耕
氏

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

７０

費
用
　
無
料

そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

問
合
先
　
岩
瀬
文
庫
（
緯
　
・
２

５６

４
５
９
）

少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
公
開
教
室

●
紙
ブ
ー
メ
ラ
ン
・
紙
コ
ッ
プ
Ｕ

Ｆ
Ｏ
を
作
ろ
う
！

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ

の
保
護
者

日
時
　
４
月
　
日
掌
　
午
前
　
時

１３

１０

～
正
午

場
所
　
中
央
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

講
義
室
（
３
階
）

内
容
　
紙
ブ
ー
メ
ラ
ン
や
紙
コ
ッ

プ
Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
作
り
、
飛
ば
し
て

遊
び
ま
す
。

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２５

費
用
　
無
料

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
は
さ
み
、

ホ
ッ
チ
キ
ス
　

申
込
期
間
　
３
月
　
日
掌
～
　
日

１６

２３

掌
　
午
前
９
時
～
午
後
８
時
　３０

分
。
た
だ
し
、
　
日
捷
を
除
く
。

１７

申
込
･
問
合
先
　
電
話
で
中
央
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
７

５６

７
２
２
）
へ
。

幸
田
町
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

対
象
　
市
内
在
住
の
方

日
時
　
４
月
４
日
晶
　
午
前
９
時

　
分
～
午
後
２
時
　
分

３０

３０

　
※
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止
。

集
合
場
所
　
名
鉄
吉
良
吉
田
駅

内
容
　
電
車
で
Ｊ
Ｒ
幸
田
駅
に
行

き
、
桜
を
見
な
が
ら
幸
田
町
内

を
歩
き
ま
す
。
し
だ
れ
桜
が
あ

る
幸
田
文
化
公
園
も
巡
り
ま
す
。

定
員
　
　
　
人
（
先
着
順
）

２０

参
加
料
　
２
０
０
円

　
※
電
車
賃
な
ど
は
自
己
負
担
。

持
ち
物
　
昼
食
、
飲
み
物
、
万
歩

計
（
持
っ
て
い
る
方
）

実
施
団
体
　
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
　
き
ら
き
ら
万
歩
会

申
込
・
問
合
先
　
３
月
７
日
晶
～

　
日
昌
に
、
電
話
で
吉
良
保
健

１９セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
３
０
０
１
）

３２

へ
。

幸
田
町
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

広広報報平成２６年３月１日号 ８８

少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
公
開
教
室

岩
瀬
文
庫
特
別
講
座
「
今
年
度
の

調
査
か
ら
わ
か
っ
た
こ
と
　
　
」

Vol
１１

分
布
調
査
成
果
報
告
会
 歴
史
座
　in

幡
豆
 幡
豆
石
と
海
人
の
文
化
遺
産

リサイクルプラリサイクルプラザザ（吉良町岡山／（吉良町岡山／クク
リーンセンター内リーンセンター内／／緯緯３４３４・・８１１４８１１４））
休館日 日休館日　日曜曜・・祝日 ※開札日を除く祝日　※開札日を除く。。

３

展示・入札期間　１日松～２２日松

開館時間　午前９時～正午、午後１時

～３時　※土曜日は午前のみ開館。

開札日時　２３日掌　午前１０時

引取期間　２３日掌～２６日昌

引取方法　落札価格（現金）で品物と

交換

その他　落札者には通知します。

家具・自転車・小物など展示品

日時　１９日昌　午前１０時～正午

会場　学習室（２階）

定員　１０人程度（先着順）

参加料　無料

持ち物　フェルト

申込期間　１日松～１８日昇

申込方法　直接または電話で、リサイ

クルプラザへ。

フェルト袋をつくろう講習会

▲有名人の筆跡や印鑑などをまねたも
のが満載の「 書  画  落  款  臨  模 

しょ が らっ かん りん も

 帖 」
じょう



歴
史
講
演
会
「
西
尾
市
内
の
中
世

城
館
に
つ
い
て
」

　
歴
史
公
園
二
之
丸
広
場
の
オ
ー

プ
ン
を
記
念
し
て
、
鎌
倉
時
代
か

ら
安
土
桃
山
時
代
ま
で
の
市
内
の

城
に
ま
つ
わ
る
講
演
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
3
月
　
日
松
　
午
前
9
時

２２

　
分
開
場
、
　
時
開
演

３０

10

場
所
　
旧
近
衛
邸
（
歴
史
公
園
内
）

定
員
　
　
人
程
度

４０

参
加
料
　
３
０
０
円
（
資
料
代
等
）

　
※
当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

講
師
　
文
化
振
興
課
課
長
補
佐
　

石
川
浩
治

そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

問
合
先
　
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
務
局
（
緯
　
・
３
２
１

５７

６
／
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

「
絵
も
の
が
た
り
の
世
界
～
異
類

・
異
界
・
異
形
～
」

　
優
れ
た
古
典
籍
を
多
数
所
蔵
す

る
岩
瀬
文
庫
で
研
究
発
表
会
を
行

い
ま
す
。
発
表
を
行
う
の
は
、
過

去
か
ら
受
け
継
が
れ
た
生
活
文
化

が
、
新
た
に
文
化
を
生
む
姿
を
、

古
典
文
学
作
品
と
の
関
わ
り
の
中

で
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
る
若

手
研
究
者
た
ち
で
す
。
ぜ
ひ
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
３
月
　
日
松
　
午
前
９
時

２２

　
分
～
午
後
４
時
　
分
（
正
午

３０

３０

～
午
後
１
時
　
分
は
休
憩
）

３０

場
所
　
岩
瀬
文
庫
研
修
ホ
ー
ル

（
地
階
）

内
容
な
ど

●
午
前
の
部
　
▼
絵
も
の
が
た
り

に
現
れ
る
擬
人
化
さ
れ
た
動
植

物
…
名
古
屋
大
学
助
教
　
伊
藤

信
博
氏
　
▼
「
飲
食
養
生
鑑
」

「
房
事
養
生
鑑
」
に
み
る
江
戸

後
期
の
身
体
と
養
生
…
日
本
学

術
振
興
会
特
別
研
究
員
　
畑
有

紀
氏
　
▼
異
形
な
る
も
の
の
音

…
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究

員
　
猪
瀬
千
尋
氏

●
午
後
の
部
　
▼
 兒
 と
女
性
の
恋

ち
ご

物
語
…
名
古
屋
大
学
院
生
　
服

部
友
香
氏
　
▼
「
か
み
よ
物
語
」

の
世
界
…
名
古
屋
大
学
院
生
　

江
口
啓
子
氏
　
▼
異
類
物
語
の

世
界
設
定
―
江
戸
前
期
絵
入
版

本
を
中
心
に
―
…
中
央
学
院
大

学
講
師
　
伊
藤
慎
吾
氏

参
加
料
　
無
料

そ
の
他
　
①
事
前
申
し
込
み
は
不

要
　
②
途
中
の
入
退
出
も
可
。

問
合
先
　
岩
瀬
文
庫
（
緯
　
・
２

５６

４
５
９
）

ス
ポ

ス
ポ

小
学
生
柔
道
教
室

対
象
　
小
学
生

教
室
名
・
日
時
な
ど
　
下
表
の
と

お
り

参
加
料
　
入
会
金
＝
３
０
０
０
円
、

月
額
１
５
０
０
円
（
傷
害
保
険

料
を
含
む
）

主
催
　
西
尾
市
柔
道
会

申
込
方
法
　
３
月
　
日
捷
ま
で
に
、

３１

電
話
で
各
教
室
へ
。

そ
の
他
　
各
教
室
へ
の
送
迎
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問
合
先
　
市
体
育
協
会
事
務
局

（
緯
　
・
０
０
０
２
／
総
合
体

５４

育
館
ス
ポ
ー
ツ
課
内
）

９ 平成２６年３月１日号広報

歴
史
講
演
会
「
西
尾
市
内

の
中
世
城
館
に
つ
い
て
」

緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

小
学
生
柔
道
教
室

申込期間　３月６日昭～１３日昭

入居可能日　５月１日昭

抽選日時　３月２０日昭　午前１０時開始

その他　単身者向は年齢などに制限があり

ます。また、上記以外で随時入居できる

住宅を用意できる場合があります。

申込・問合先　建築課管理・住宅担当（緯
６５・２１４６）

戸　数家賃 （円）間 取 り住　宅　名

１
（一般世帯向）

２７，９００

～５４，８００

４階

３Ｄ K 水洗
味浜住宅

（一色町味浜上乾地２０）

１
（一般世帯向）

９，１００

～１８，０００

４階

３Ｄ K 水洗
中野郷住宅

（中原町半谷２０）

１
（世帯・単身者向）

８，２００

～１６，２００

４階

２ K 水洗
富好住宅

（吉良町富好新田中川並２７）

絵
も
の
が
た
り
の
世
界
～

異
類
・
異
界
・
異
形
～

申 込 ・ 問 合 先場　所日　  時教 室 名

神谷（緯５９・６５６０）
平坂中学校
体育館

毎週火・土曜日
午後７時～９時

平坂教室

今野（緯５７・２２８４）鶴城体育館
毎週水・土曜日
午後７時～９時

鶴城教室

杉山（緯０９０・１０９２・４１２０）一色町体育館
毎週火・土曜日
午後７時～９時

一色教室

加藤（緯３２・３６６３）
吉良中学校
体育館

毎週火・金曜日
午後７時～９時

吉良教室

市川（緯６２・４９５０）
幡豆中学校
武道場

毎週火・土曜日
午後７時～９時

幡豆教室

▼教室名・日時など



福
祉

福
祉

３
月
の
献
血

日
時
・
場
所

▼
３
月
　
日
捷
　
午
前
９
時
　

２４

３０

分
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４

時
…
西
尾
市
役
所

▼
３
月
　
日
昇
　
午
前
９
時
　

２５

３０

分
～
　
時
…
一
色
支
所

１１

▼
３
月
　
日
昇
　
午
後
１
時
～

２５

４
時
…
西
尾
市
役
所

▼
３
月
　
日
晶
　
午
前
９
時
　

２８

３０

分
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４

時
…
西
尾
市
役
所

実
施
主
体
　
愛
知
県
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー

そ
の
他
　
よ
り
安
全
な
血
液
を
確

保
す
る
た
め
、
問
診
票
を
も
と

に
医
師
が
総
合
的
に
判
断
し
、

献
血
の
適
否
を
決
定
し
ま
す
。

問
合
先
　
福
祉
課
社
会
福
祉
担
当

（
緯
　
・
２
１
１
４
）

６５

障
害
者
扶
助
料
を
振
り
込
み
ま
す

　
障
害
者
扶
助
料
３
月
期
分
（
　１０

月
～
３
月
分
）
を
３
月
　
日
昭
に

２０

振
り
込
み
ま
す
。
金
融
機
関
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
福
祉
課
障
害
者
福
祉
担

当
（
緯
　
・
２
１
１
３
）

６５

認
知
症
介
護
家
族
交
流
会

　
認
知
症

の
方
を
介

護
す
る
家

族
を
対
象

と
し
た
、

介
護
者
同

士
の
交
流

を
行
っ
て

い
ま
す
。

同
じ
介
護
者
同
士
だ
か
ら
こ
そ
分

か
る
悩
み
を
一
緒
に
話
し
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
今
回
は
、
医
師
も

参
加
し
ま
す
。
日
頃
の
悩
み
を
相

談
し
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
認
知
症
の
方
を
介
護
し
て

い
る
家
族

日
時
　
３
月
　
日
昌
　
午
後
１
時

２６

　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

場
所
　
市
役
所
　
会
議
室
（
５
階
）

５３

費
用
　
無
料
（
場
合
に
よ
り
飲
食

代
等
実
費
負
担
あ
り
）

そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

問
合
先
　
長
寿
課
地
域
支
援
事
業

担
当
（
緯
　
・
２
１
２
０
）

６５

保
健

保
健

健
康
づ
く
り
体
験
講
座

（
　
年
度
第
１
弾
）

２６
　
腰
痛
や
膝
痛
の
方
に
も
役
立
つ

「
美
し
く
な
る
・
楽
し
く
な
る
体

操
」
で
健
康
づ
く
り
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か

対
象
　
市
内
在
住
で
、
全
９
回
参

加
で
き
る
方

日
時
な
ど
　
４
月
１
日
昇
・
８
日

昇
・
　
日
昇
、
５
月
　
日
昇
・

１５

１３

　
日
昇
・
　
日
昇
、
６
月
３
日

２０

２７

昇
・
　
日
昇
・
　
日
昇
　
全
９

１０

２４

回
　
午
後
１
時
　
分
～
２
時
　

３０

３０

分
場
所
　
福
地
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

定
員
　
　
人
２０

参
加
料
　
２
０
０
０
円

講
師
　
げ
ん
き
体
操
会
員

実
施
団
体
　
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
げ
ん
き
体
操

持
ち
物
な
ど
　
運
動
の
で
き
る
服

装
申
込
方
法
　
３
月
　
日
昇
午
後
１

１１

時
～
２
時
　
分
に
参
加
料
を
持

３０

参
の
上
、
直
接
福
地
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
へ
。
電
話
で
の
申
し

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
申
込
時

間
内
に
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、

新
規
申
し
込
み
の
方
を
優
先
し

ま
す
。

問
合
先
　
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯
　
・
０
６
６
１
）

５７

パ
パ
マ
マ
教
室

　
パ
パ
・
マ
マ
、
２
人
で
一
緒
に

学
ん
で
、
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
準

備
を
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
　
市
内
在
住
で
出
産
予
定
日

が
　
年
４
月
中
旬
～
７
月
下
旬

２６
の
妊
婦
と
そ
の
夫

日
時
　
３
月
　
日
松
　
午
前
９
時

１５

　
分
～
　
時
　
分
（
９
時
　
分

３０

１１

３０

１５

受
付
開
始
）

場
所
　
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
妊
娠
中
の
生
活
・
育
児
の

話
、
も
く
浴
実
習
、
赤
ち
ゃ
ん

の
世
話
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
体
操
、

妊
婦
体
験

定
員
　
　
組
（
先
着
順
）

２０

持
ち
物
な
ど
　
母
子
健
康
手
帳
、

筆
記
用
具
、
動
き
や
す
い
服
装

申
込
・
問
合
先
　
３
月
３
日
捷
か

ら
、
電
話
で
西
尾
市
保
健
セ
ン

タ
ー
（
緯
　
・
０
６
６
１
）
へ
。

５７

広広報報平成２６年３月１日号 １１００

　
年
度
第
１
弾

２６健
康
づ
く
り
体
験
講
座

パ
パ
マ
マ
教
室

３
月
の
献
血

■市の人市の人口口（２月１日現在）
　○総数　１６９，８３２人　前月比＋６９人
　　男性　８５，４７７人　女性　８４，３５５人
　○世帯数　５８，９９６世帯　前月比＋６６
■市内の交通（人身）事故
　１月　５５件（５５件）
　負傷者　７３人（７３人）
　死亡者　２人（２人）
■市内の火災　１月　４件（４件）
■救急車の出動回数
　１月　６０８件（６０８件）

※（　）は１月からの累計

西尾市のデー西尾市のデータタ

障
害
者
扶
助
料
を
振
り
込
み
ま
す

認
知
症
介
護
家
族
交
流
会



一
般
不
妊
治
療
費
助
成
の
申
請
は

３
月
中
に

対
象
　
市
内
に
住
民
票
が
あ
る
戸

籍
上
の
夫
婦
で
、
医
師
に
よ
る

一
般
不
妊
検
査
・
治
療
や
人
工

授
精
を
受
け
て
い
る
方

対
象
診
療
期
間
　
　
年
３
月
～
　

２５

２６

年
２
月
診
療
分

申
請
に
必
要
な
も
の
　
①
一
般
不

妊
治
療
等
助
成
金
交
付
申
請
書

兼
請
求
書
　
②
一
般
不
妊
治
療

等
助
成
に
係
る
受
診
等
証
明
書

③
一
般
不
妊
治
療
等
助
成
金
支

給
に
関
す
る
同
意
書
　
④
領
収

書
（
原
本
を
返
却
希
望
の
方
は

写
し
も
必
要
）
　
⑤
認
め
印

申
請
・
問
合
先
　
３
月
　
日
捷
ま

３１

で
に
必
要
書
類
を
持
参
の
上
、

直
接
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯
　
・
０
６
６
１
）
ま
た
は

５７

吉
良
保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
３２

３
０
０
１
）
へ
。

そ
の
他
　
①
申
請
者
に
は
必
要
書

類
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
　
②
証
明
書
の
発
行
に
数

日
か
か
る
医
療
機
関
も
あ
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
　
③
　
年
１
月
２
日

２５

以
降
に
転
入
し
た
方
や
過
去
に

他
市
町
村
で
助
成
を
受
け
た
方

は
、
他
に
書
類
が
必
要
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

募
集

募
集

市
民
病
院
の
臨
時
職
員

採
用
職
種
　
作
業
療
法
士

受
験
資
格
　
作
業
療
法
士
の
免
許

を
有
す
る
方

募
集
人
員
　
１
人

採
用
期
間
　
　
年
４
月
１
日
～
　

２６

２７

年
３
月
　
日
３１

※
正
規
職
員
の
育
児
休
暇
に
伴

う
代
替
採
用
の
た
め
、
原
則

は
前
記
期
間
の
採
用
と
な
り

ま
す
が
、
状
況
に
よ
り
期
間

延
長
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

勤
務
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
午
前

８
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

　
※
パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤
務
も
可
。

賃
金
　
月
額
　
万
７
６
０
０
円

２６

選
考
方
法
　
面
接

面
接
日
時
　
３
月
　
日
捷
　
午
後

１７

３
時

提
出
書
類
　
①
履
歴
書
（
３
か
月

以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を
貼
付
）

②
資
格
免
許
証
の
写
し

　
※
提
出
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
合
先
　
事
前
に
電
話
で
、

市
民
病
院
管
理
課
職
員
担
当

（
緯
　
・
３
１
７
１
）
へ
。
た

５６

だ
し
、
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

１１ 平成２６年３月１日号広報

市
民
病
院
の
臨
時
職
員

一
般
不
妊
治
療
費
助
成
の

申
請
は
３
月
中
に

　クリーンセンターでは、１日に約 １ ５ ０ トンの可燃

ごみを２４時間体制で処理しています。その時に発生

する排出ガスは、水を使って炉内の温度を調節し、

排ガス中の有害物質を取り除くための薬剤を噴霧す

るとともに、バグフィルターにより 煤  塵 を取り除い
ばい じん

た後に、クリーンな排ガスとして大気に放出してい

ます。また、地域住民への安全性確保や環境汚染防

止のため、大気中などのダイオキシン類等を定期的

に測定しています。２５年度の調査結果は、斎場やす

らぎ苑を含め、下表のとおり、環境基準値を大幅に

下回る結果となっています。

問合先　 ▼クリーンセンター…環境業務課庶務担当

（緯３４・８１１２／クリーンセンター内）　 ▼斎場や

すらぎ苑…市民課窓口担当（緯６５・２１０１）

ダイオキシン類等調査結果をお知らせしまダイオキシン類等調査結果をお知らせしますす

※１ n 守 （ナノグラム）は１０億分の１守。１ p 守 （ピコグラム）
は１兆分の１守。

調  査  日環境基準値調査結果項　  目

２５年９月２５日５以下２．０排出ガス

▼斎場やすらぎ苑　　　　　　（単位：ng- Ｔ Ｅ Ｑ / 弱 Ｎ）

調 査 日環境基準値調査結果地　　 点

２５年７月１５
日から７日
間連続測定

０．６  以 下

０．０１４クリーンセンター内

０．０２２花蔵寺農民センター

０．００８４宅野島農民センター

２５年１２月９
日から７日
間連続測定

０．０３１岡山集落センター

０．０１９木田公民館

０．１３瀬戸公民館

０．０２９駮馬古城公園（東条城跡）

０．０１７津平老人憩いの家

▼クリーンセンター　　　　　　（単位：pg- Ｔ Ｅ Ｑ / 弱 ）

調  査  日大気排出基準値調査結果項　  目

２５年１０月２１日

５以下

０．００１７焼却炉１号炉

２５年１１月５日０．０１６焼却炉２号炉

２５年１０月２２日０．００１３焼却炉３号炉

▼クリーンセンター　　　　　（単位：ng- Ｔ Ｅ Ｑ / 弱 Ｎ）



新
入
園
・
入
学
の
た
め
の
学
用

品
な
ど
を
募
集
・
提
供
し
ま
す

　
市
で
は
、
入
園
・
入
学
の
た
め

の
リ
サ
イ
ク
ル
学
用
品
を
募
集
し

ま
す
。
譲
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

学
用
品
は
、
経
済
的
理
由
な
ど
に

よ
り
購
入
が
難
し
い
ご
家
庭
に
提

供
し
ま
す
。

●
リ
サ
イ
ク
ル
学
用
品
を
募
集

　
無
償
で
譲
っ
て
い
た
だ
け
る
学

用
品
を
募
集
し
ま
す
。
自
宅
に
あ

る
、
も
う
一
度
使
用
で
き
る
学
用

品
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

募
集
対
象
用
品

▼
保
育
園
・
幼
稚
園
…
ス
モ
ッ

ク
、
通
園
か
ば
ん
、
帽
子
、

体
操
服
、
カ
ラ
ー
帽
子
、
昼

寝
用
布
団

▼
小
・
中
学
校
…
ラ
ン
ド
セ
ル
、

通
学
か
ば
ん
、
制
服
、
制
服

の
ボ
タ
ン
、
カ
ッ
タ
ー
シ
ャ

ツ
、
体
操
服
（
ジ
ャ
ー
ジ
ー
）、

帽
子
、
学
校
指
定
防
寒
着

（
ウ
イ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
な

ど
）、鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
（
ピ

ア
ニ
カ
な
ど
）、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

レ
イ
ン
コ
ー
ト
、
ス
ク
ー
ル

水
着
、
習
字
セ
ッ
ト
、
絵
の

具
セ
ッ
ト

※
募
集
対
象
以
外
の
学
用
品
や

リ
サ
イ
ク
ル
が
で
き
な
い
傷

み
、
汚
れ
の
あ
る
学
用
品
は

受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
場
所
　
家
庭
児
童
支
援
課
、

各
支
所
生
活
課

受
付
期
間
　
３
月
　
日
捷
～
５
月

１０

　
日
晶
　
午
前
９
時
～
午
後
５

３０時
●
リ
サ
イ
ク
ル
学
用
品
を
提
供

　
学
用
品
の
提
供
を
希
望
す
る
方

は
、
直
接
家
庭
児
童
支
援
課
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の

予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
先
　
家
庭
児
童
支
援
課
家
庭

児
童
支
援
担
当
（
緯
　
・
２
１

６５

７
９
）

第
三
さ
ち
か
ぜ
の
船
内
広
告

　
一
色
・
佐
久
島
間
の
市
営
定
期

船
「
第
三
さ
ち
か
ぜ
」
の
船
内
広

告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
枠
数
　
　
枠
１２

掲
載
場
所
　
船
内
客
室
な
ど

掲
載
期
間
　
４
月
１
日
～
　
年
３

２７

月
　
日
３１

掲
載
料
　
年
額
１
万
５
０
０
０
円

（
税
込
み
）

規
格
　
紙
製
、
A
３
版
（
縦
２
９

７
勺
×
横
４
２
０
勺
）
以
内

申
込
期
限
　
３
月
　
日
昭

２０

申
込
・
問
合
先
　
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
広
告
原
稿

を
添
え
て
、
佐
久
島
振
興
課
渡

船
担
当
（
緯
　
・
９
６
０
７
／

７２

一
色
支
所
内
）
へ
。
申
請
書
は

同
課
に
用
意
。

そ
の
他
　
①
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
市
の
規
定
に
よ
り
決
定

し
ま
す
　
②
広
告
の
内
容
に
よ

っ
て
は
、
掲
載
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

生
活
学
校
の
会
員

●
西
尾
市
生
活
学
校

　
「
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
求

め
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
講
演
会
や

社
会
見
学
、
料
理
講
習
会
、
リ
フ

ォ
ー
ム
講
習
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
吉
良
町
生
活
学
校

　
「
食
・
環
境
・
福
祉
」
を
テ
ー

マ
に
、
講
演
会
や
社
会
見
学
、
料

理
教
室
、
消
費
問
題
学
習
、
古
布

を
再
利
用
し
た
裂
織
講
習
会
な
ど

を
行
い
ま
す
。

◆
共
通
事
項

対
象
　
市
内
在
住
で
、
消
費
者
問

題
に
関
心
の
あ
る
方
　

会
費
　
年
額
１
０
０
０
円

申
込
期
限
　
３
月
　
日
昭

２０

申
込
・
問
合
先
　
会
費
を
持
参
の

上
、
直
接
商
工
観
光
課
商
工
担

当
（
緯
　
・
２
１
６
８
）
へ
。

６５

そ
の
他

そ
の
他

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　
市
消
防
本
部
で
は
、
３
月
１
日

か
ら
７
日
ま
で
、
春
の
火
災
予
防

運
動
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
時
季

は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
火
の
元
に

は
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
消
防
本
部
の
主
な
行
事

①
高
齢
者
ひ
と
り
暮
ら
し
宅
へ

の
住
宅
防
火
診
断

②
保
育
園
・
幼
稚
園
で
の
防
火

講
話

③
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
に
よ
る

防
火
パ
レ
ー
ド

④
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

促
進
Ｐ
Ｒ

⑤
林
野
火
災
訓
練
な
ど

●
い
ざ
と
い
う
と
き
の
住
宅
用
火

災
警
報
器

　
　
　
年
６
月
か
ら
住
宅
用
火
災

２０
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
大

事
に
至
ら
な
か
っ
た
事
例
は
、

県
内
で
は
　
年
の
一
年
間
で
１

２５

２
６
件
が
報
告
さ
れ
、
市
内
で

も
２
件
の
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
機
能

す
る
に
は
維
持
管
理
が
重
要
で

す
。
取
り
付
け
た
だ
け
で
安
心

せ
ず
、
定
期
的
に
音
や
作
動
確

認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
７
つ

の
ポ
イ
ン
ト

▼
３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や

め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す

い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置

で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば

を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず

火
を
消
す
。

▼
４
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど

を
必
ず
設
置
す
る
。

②
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災

を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
製

品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消

す
た
め
に
、
住
宅
用
消
火

器
な
ど
を
設
置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自

由
な
方
を
守
る
た
め
に
、

隣
近
所
と
の
協
力
体
制
を

つ
く
る
。

●
　
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

２５
　
「
消
す
ま
で
は
　
心
の
警
報
　

　
Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
」

問
合
先
　
市
消
防
本
部
予
防
課
予

防
査
察
担
当
（
緯
　
・
２
１
１

５６

０
）

広広報報平成２６年３月１日号 １１２２

第
三
さ
ち
か
ぜ
の
船
内
広
告

生
活
学
校
の
会
員

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

入
園
・
入
学
の
た
め
の
学

用
品
な
ど
を
募
集
・
提
供

▲船内広告募集中の第三さちかぜ



公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子

証
明
の
発
行
を
受
け
て
い
る
方
へ

　
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電

子
証
明
書
の
有
効
期
限
は
３
年
間

で
す
。
有
効
期
限
を
過
ぎ
る
と
自

動
的
に
失
効
し
ま
す
。
継
続
し
て

使
用
す
る
場
合
は
、
現
在
所
有
し

て
い
る
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

利
用
し
、
再
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

手
数
料
　
５
０
０
円

有
効
期
限
　
再
発
行
日
か
ら
３
年

間
問
合
先
　
市
民
課
窓
口
担
当
（
緯

　
・
２
１
０
１
）

６５
若
年
者
向
け
の
就
職
相
談

窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
就
職
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
を
持
っ
て
い
る
方
や

大
学
・
高
校
な
ど
を
卒
業
後
も
未

就
職
状
態
の
方
、
パ
ー
ト
や
ア
ル

バ
イ
ト
な
ど
の
非
正
規
雇
用
の
方

な
ど
が
早
期
に
就
職
で
き
る
よ
う

に
支
援
す
る
た
め
、
県
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
よ
る
若
年
者
向
け
の
就

職
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

対
象
　
　
歳
未
満
の
求
職
者
（
学

４５

生
を
含
む
）
ま
た
は
そ
の
家
族

日
時
　
３
月
　
日
昇
　
午
後
１
時

２５

～
４
時

　
※
相
談
時
間
は
１
回
　
分
以
内
。

５０

場
所
　
市
役
所
　
相
談
室
（
３
階
）

３１

定
員
　
３
人
（
先
着
順
）

費
用
　
無
料

申
込
・
問
合
先
　
３
月
　
日
昇
ま

１８

で
に
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
商

工
観
光
課
商
工
担
当
（
緯
　
・
６５

２
１
６
８
）
へ
。

電
車
で
行
こ
う

電
車
で
行
こ
う

こ
ど
も
の
国
　
春
ま
つ
り

日
時
　
３
月
　
日
抄
～
　
日
掌
　

２１

２３

午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

場
所
　
愛
知
こ
ど
も
の
国
園
内
全

体
（
メ
イ
ン
会
場
＝
ゆ
う
ひ
が

丘
自
由
広
場
）

※
名
鉄
こ
ど
も
の
国
駅
か
ら
徒

歩
約
　
分
。

１５

内
容
　
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ

ー
、
地
元
物
産
展
な
ど

※
天
候
な
ど
に
よ
り
、
内
容
が

一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
合
先
　
愛
知
こ
ど
も
の
国
（
緯

　
・
４
１
５
１
）

６２
ナ
ビ
テ
ラ
ス
オ
ー
プ
ン
１
周
年
記

念
＆
観
光
交
流
フ
ェ
ア

　
蒲
郡
駅
構
内
に
あ
る
ナ
ビ
テ
ラ

ス
（
蒲
郡
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
）

の
開
館
１
周
年
を
記
念
し
て
、
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
３
月
　
日
松
　
午
前
　
時

１５

１０

～
午
後
３
時

場
所
　
ナ
ビ
テ
ラ
ス
（
蒲
郡
駅
構

内
）

内
容
な
ど
　
▼
蒲
郡
市
観
光
大
使

し
が
せ
い
こ
・
サ
ム
タ
イ
ム
ズ

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
　
▼
蒲
郡
女
将

こ
は
ぜ
の
会
「
新
メ
ニ
ュ
ー
紹

介
＆
試
食
会
」
　
▼
あ
さ
り
汁

の
振
る
舞
い
な
ど

問
合
先
　
蒲
郡
市
観
光
商
工
課

（
緯
０
５
３
３
・
　
・
１
１
２

６６

０
）

手
織
三
河
木
綿
工
房
手
織
場
展

　
受
講
生
や
工
房
の
ス
タ
ッ
フ
の

作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。
昔
な
が

ら
の
製
法
、
器
具
に
こ
だ
わ
り

「
三
河
木
綿
」
を
復
元
、
製
作
し

た
作
品
で
す
。
作
業
工
程
の
実
演

や
体
験
な
ど
も
で
き
ま
す
。

日
時
　
３
月
　
日
昌
～
　
日
掌
　

１９

２３

午
前
　
時
～
午
後
５
時
。
た
だ

１０

し
、
　
日
掌
は
午
後
４
時
ま
で
。

２３

場
所
　
蒲
郡
市
博
物
館
ギ
ャ
ラ
リ

ー
（
蒲
郡
市
栄
町
）

※
名
鉄
蒲
郡
駅
か
ら
徒
歩
約
５

分
。

入
場
料
　
無
料

問
合
先
　
蒲
郡
市
観
光
商
工
課

（
緯
０
５
３
３
・
　
・
１
１
１

６６

９
）

緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

１３ 平成２６年３月１日号広報

若
年
者
向
け
の
就
職
相
談

窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子

証
明
の
発
行
を
受
け
て
い
る
方
へ

ナ
ビ
テ
ラ
ス
オ
ー
プ
ン
１
周

年
記
念
＆
観
光
交
流
フ
ェ
ア

愛
知
こ
ど
も
の
国
　
春
ま
つ
り

手
織
三
河
木
綿
工
房「
手
織
場
展
」

情情 報報 通通 信信
　微小粒子に
　ご注意ください

　冬季から春季にかけて、微小粒子状
物質（P M２．５）の濃度が高まる可能性が
あります。１日の平均濃度が７０主／弱
を超えると予測された場合、注意喚起
が発令されます。また、注意喚起情報
発令時には次のことに注意しましょう。
①不要不急の外出は控える　②屋外で
の激しい運動をできるだけ減らす　③
窓の開閉を減らす　④外出する場合は
マスクを着用する　⑤呼吸器系や循環
器系に疾患のある方や小さなお子さん、
高齢の方は、より慎重に行動する。 ▼

問合先／県大気環境課調査・監視グル
ープ（緯０５２・９５４・６２１６）

　鶴城丘高校「ふれあい農園」利用者

　授業の一環として、地域の皆さんと
生徒がふれあう場「ふれあい農園」の
利用者を募集します。 ▼対象／農家以

外で、畑の日常管理ができる方 ▼場所
／鶴城丘高校農場（鶴城町） ▼募集区
画／２０区画（１区画１６釈） ▼利用期間／
４月～２７年３月 ▼費用／無料。ただし、
苗代や肥料代などは実費負担。 ▼募集
期限／３月２１日抄※必着。 ▼申込・問
合先／往復はがきに住所・氏名・電話
番号を記入の上、郵送で県立鶴城丘高
等学校ふれあい農園担当（緯５７・３２４３
／〒 ４ ４ ５ －０８４７亀沢町 ３ ０ ０ ）へ。定員
を超えた場合は抽選。 ▼その他／作目
や作付けの一部を指定します。

　一色高校和太鼓部

　第８回一色高校和太鼓部「いっしき」
演奏会を開催します。 ▼日時／３月２３
日掌　①午前１０時～１１時３０分（午前９
時３０分開場）　②午後１時３０分～３時
（午後１時開場） ▼場所／一色健康セ
ンター ▼出演／一色高等学校和太鼓部
「いっしき」、同和太鼓部 OB・OG「色
音」 ▼入場料／無料 ▼その他／事前申
し込みは不要。 ▼問合先／県立一色高

等学校（緯７２・８１６５／一色町）

　西尾東高校定期演奏会

　西尾東高校第３回定期演奏会を開催
します。 ▼日時／３月２１日抄午後１時
３０分開場、２時開演 ▼場所／文化会館
大ホール ▼内容／第１部…クラシック
ステージ、第２部…オリジナルステー
ジ、第３部…ポップスステージ ▼出演
／西尾東高校吹奏楽部 ▼入場料／無料

▼その他／事前申し込みは不要。 ▼問
合先／県立西尾東高等学校（緯５６・１９
１１／小島町）

　自衛隊制度説明会

　自衛隊岡崎出張所では大学生などを
対象に、５月に実施する一般幹部候補
生採用試験に関する説明会を開催しま
す。 ▼日時／①３月６日昭午後４時～
６時　②３月２０日昭午後４時～６時 ▼

場所・問合先／自衛隊岡崎出張所（緯
０５６４・２１・７３０３／岡崎市朝日町３丁目）

微小粒子状物微小粒子状物質質（PM（PM２２．．５５））に係るに係る
注意喚起情報にご注意くださ注意喚起情報にご注意くださいい

その他

鶴城丘高鶴城丘高校校「ふれあい農園「ふれあい農園」」利用利用者者

募集

自衛隊制度説明自衛隊制度説明会会

その他

西尾東高校定期演奏西尾東高校定期演奏会会

催し

一色高校和太鼓部演奏一色高校和太鼓部演奏会会

催し



　
幡
豆
地
区
に
は
人
気
の
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

ひ
と
つ
は
鳥
羽
の
火
祭
り
や
友
引
市

な
ど
、
地
域
の
行
事
に
併
せ
て
行
わ

れ
る
「
は
ず
夢
ウ
ォ
ー
ク
」
、
も
う

ひ
と
つ
は
、
名
鉄
蒲
郡
線
の
駅
を
利

用
し
、
四
季
折
々
の
情
景
を
楽
し
め

る
「
片
道
電
車
の
ち
ょ
こ
っ
と
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
」
で
す
。
私
は
、
１
月
５

日
に
行
わ
れ
た
ち
ょ
こ
っ
と
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
取
材
し
ま
し
た
の
で
レ
ポ

ー
ト
し
ま
す
。

　
ち
ょ
こ
っ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、

出
発
点
を
名
鉄
の
「
三
河
鳥
羽
」
「
西

幡
豆
」
「
東
幡
豆
」「
こ
ど
も
の
国
」の

四
つ
の
駅
の
ど
れ
か
に
定
め
、
必
ず

電
車
を
利
用
す
る
こ
と
が
参
加
資
格

に
な
っ
て
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
で
、
毎
月
第
１
日
曜
日
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
主
催
は
、「
東
幡
豆

名
鉄
電
車
存
続
の
た
め
の
利
用
促
進

の
会
」
と
い
う
長
い
名
前
の
会
で
す

が
、
幡
豆
地
区
で
は
「
ち
ょ
こ
っ
と

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
会
」
で
通
っ
て
い

ま
す
。
会
長
の
市
川
稔
さ
ん
（
東
幡

豆
町
）
に
よ
る
と
、
会
の
発
足
は
平

成
　
年
で
、
今
年
で
７
年
目
に
な
り
、

１９
す
っ
か
り
地
域
に
定
着
し
た
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
行
事
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
日
の
集
合
場
所
は
、
西
幡
豆

駅
。
こ
こ
か
ら
山
に
向
か
っ
て
約
３

㎞
 の
小
野
ケ
谷
に
あ
る
ミ
カ
ン
畑
ま

で
歩
き
、
ミ
カ
ン
狩
り
を
す
る
、
と

い
う
コ
ー
ス
で
す
。

　
午
前
８
時
の
出
発
に
合
わ
せ
て
、

電
車
か
ら
に
ぎ
や
か
に
参
加
者
が
降

り
て
き
ま
し
た
。
駅
前
で
市
川
会
長

の
あ
い
さ
つ
と
説
明
の
あ
と
、
元
気

に
出
発
で
す
。
小
野
ケ
谷
川
を
　
分
５０

ほ
ど
さ
か
の
ぼ
り
、
途
中
に
あ
る
お

寺
「
 龍
 

り
ゅ
う

 蔵
  院
 」で
、
用
意
さ
れ
た
温
か

ぞ
う
 い
ん

い
お
茶
を
い
た
だ
き
な
が
ら
一
旦
休

憩
。
役
員
の
大
嶽
さ
ん
か
ら
ミ
カ
ン

狩
り
の
注
意
を
聞
い
た
あ
と
、
ミ
カ

ン
畑
ま
で
少
し
歩
き
、
鈴
な
り
の
ミ

カ
ン
を
楽
し
く
収
穫
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
参
加
者
は
　
人
。
ほ
ぼ

４８

毎
回
参
加
し
て
い
る
方
が
約
半
数
で
、

ご
夫
婦
で
参
加
さ
れ
た
方
も
７
組
あ

り
ま
し
た
。
最
高
齢
の
方
は
　
歳
の

７６

女
性
で
し
た
。
今
回
初
め
て
参
加
さ

れ
た
女
性
は
、「
た
い
へ
ん
楽
し
い
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
は

で
き
る
だ
け
参
加
し
た
い
」
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
午
前
９
時
　
分
、
現
地
解
散
と
な

１５

り
、
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
三
ヶ
根
ト
ン

ネ
ル
を
通
っ
て
山
道
を
歩
い
た
り
、

こ
ど
も
の
国
ま
で
足
を
伸
ば
し
た
り

す
る
グ
ル
ー
プ
、
西
幡
豆
駅
に
帰
る

人
な
ど
に
分
か
れ
ま
し
た
。
市
川
会

長
か
ら
は
、「
幡
豆
地
区
外
か
ら
の
参

加
も
歓
迎
し
ま
す
」
と
の
こ
と
で
し

た
。
今
後
の
コ
ー
ス
予
定
な
ど
は
、

幡
豆
地
区
の
情
報
発
信
サ
イ
ト
「
や

ろ
ま
い
ネ
ッ
ト
幡
豆
」
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
、
に
し
が
ま
線
（
名
鉄
西
尾
・

蒲
郡
線
）
は
、
利
用
者
が
少
な
い
こ

と
を
理
由
に
廃
線
の
声
が
あ
り
ま
す
。

乗
る
人
が
い
な
け
れ
ば
鉄
道
も
な
く

な
り
ま
す
。
た
と
え
１
区
間
で
も
に

し
が
ま
線
を
利
用
し
、
乗
っ
て
残
し

た
い
も
の
で
す
。

広広報報平成２６年３月１日号 １１４４ 

広報サポーター
鈴木一夫さん（西幡豆町）

広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
は
公
募
に
よ
り
選
ば

れ
た
市
民
記
者
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
市

民
の
目
線
で
市
内
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
取
材
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

片
道
電
車
の
ち
ょ
こ
っ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

に
し
が
ま
線
を
乗
っ
て
残
す
た
め
の
努
力

▲ときには険しい道のりも、美しい景色や楽しい会話、
そしておいしいミカンで苦になりません

▲吉良吉田行きの電車から続々
と参加者が降りてきました

▲西幡豆駅に集合した参加者。いよいよ出発です



　
美
術
品
の
み
な
ら
ず
、
万
博
会

場
の
日
本
の
出
展
館
の
様
子
を
描

い
た
風
景
画
も
ふ
ん
だ
ん
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
平
等
院
鳳
凰
堂

を
模
し
た
堂
々
た
る
日
本
パ
ビ
リ

オ
ン
「
鳳
凰
殿
」、小
粋
な
日
本
家

屋
の
座
敷
で
和
服
姿
の
日
本
人
が

呈
茶
す
る
喫
茶
店
、
大
き
な
鯉
の

ぼ
り
が
日
の
丸
と
と
も
に
翻
る
楼

閣
風
の
日
本
雑
貨
販
売
館
な
ど
、

ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
を
前
面
に
押
し
出

し
た
日
本
の
出
展
セ
ン
ス
は
、
今

見
て
も
大
変
素
晴
ら
し
い
も
の
で

す
。
実
際
、
当
時
も
大
好
評
を
博

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
　１９

世
紀
、
国
際
舞
台
に
デ
ビ
ュ
ー
し

た
若
き
日
本
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
熱

意
が
ペ
ー
ジ
の
間
か
ら
ほ
と
ば
し

る
よ
う
な
一
書
で
す
。

１１５５ 平成２平成２６６年年３３月月１１日号日号広広報報

（戸ケ崎二丁目）
平成２４年９月生まれ

久保田  愛  希 ちゃん
あ のん

いつも元気いっぱいな
愛希竃キラキラ笑顔で
みんな癒やされてるよ。

（上矢田町）
平成２４年３月生まれ

杉浦  斗  哉 くん
とう や

毎日元気に遊んで食べ
てくれてありがとう！
成長が楽しみだよ竃

（吉良町）
平成２４年３月生まれ

岩瀬  汐  愛 ちゃん
ゆう あ

歌と踊りが大好きな汐
愛ちゃん竃かわいい笑
顔いつもありがとう竃

（一色町）
平成２４年９月生まれ

三矢  英  翔 くん
えい と

わが家のわんぱく王子
様竃英翔の笑顔はみん
なを幸せにするよ！

（西幡豆町）
平成２３年８月生まれ

鈴木  奏  多 くん
かな た

お手伝い大好きな奏多
くん☆いつも助けてく
れてありがとう竃

（吉良町）
平成２３年９月生まれ

伊藤  帆  乃  佳 ちゃん
ほ の か

元気いっぱい、おてん
ばほのちゃん。いつも
笑顔をありがとう！

（伊藤二丁目）
平成２４年３月生まれ

岸本  悠 くん
はる

うまれてきてくれてあ
りがとう。元気な悠が
一番です。

（矢曽根町）
平成２４年３月生まれ

尾﨑  大  晄 くん
だい き

歌とお散歩が大好きな
大ちゃん！毎日たくさ
んの笑顔をありがとう。

　
１
８
９
３
（
明
治
　
）
年
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
新
大
陸
発
見
４

２６

０
０
周
年
を
記
念
す
る
「
コ
ロ
ン
ブ
ス
世
界
博
覧
会
（
シ
カ
ゴ
万
博
）」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
書
は
、
こ
の
万
博
に
出
品
さ
れ
た
美
術
品
の
模
写
を
美
し
い
多
色
刷
り

で
世
に
伝
え
た
報
道
画
譜
で
す
。
美
術
の
教
科
書
な
ど
で
お
な
じ
み
の
彫
刻
家
・
高

村
光
雲
の
作
品
「
老
猿
」
を
は
じ
め
、
日
本
や
各
国
の
出
品
作
の
中
か
ら
約
　
点
の

８０

絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
品
な
ど
を
、
日
本
画
家
の
久
保
田
 米
  僊
 が
現
地
に
赴
い
て
模
写

べ
い
 せ
ん

し
、
４
巻
に
わ
た
っ
て
出
版
し
ま
し
た
。

 閣
龍
 世
界
博
覧
会
美
術
品
画
譜

こ
ろ
ん
ぶ
す

（
　
―
２
３
１
）
４
冊

５２
岩
瀬
文
庫
学
芸
員
　
林
知
左
子

▲

ま
る
で
寺
社
建
築
の
よ
う
な
、
日
本
工
芸
館
の
様
子
。
本

書
は
、
岩
瀬
文
庫
企
画
展
「
こ
ん
な
本
が
あ
っ
た
～
岩
瀬
文

庫
平
成
 悉
  皆
 調
査
中
間
報
告
展
　
～
」
に
出
品
中
で
す
。

し
っ
 
か
い

１１



広広報報平平成成２２６６年年３３月月１１日日号号 １１６６

年の無火災、無災害を願っ年の無火災、無災害を願ってて

平成２６年西尾市消防出初平成２ ６年西尾市消防出初式式一

１／１１  ２／ １０

　西尾市消防出初式が１月１１日、文化会館南駐車場で行われ、消防職員、

消防団員、市民消火隊員らが、日頃の訓練の成果を披露しました。恒例の

かくし絵では、公募した標語の中で最優秀賞となった「出初式　新年祝い

平和の日」と書かれた標語と、

世界文化遺産に登録された富士

山を背景に、今年のえとの馬が

姿を現すと、観衆から歓声と拍

手が沸き起こりました。このほ

か、三連はしご操法や一斉放水

などの訓練が、厳粛な規律の下

に披露されました。

　第４９回一色マラソン大会が１月２６日、一色町体育館周辺で

行われました。新春を飾るマラソン大会として定着している

春恒例の走り初春恒例の走り初めめ

第第４４ ９９回一色マラソン大回一色マラソン大会会新

同大会に、過去最高の 

３ ， ９ １ ２ 人がエントリー。

遠くは沖縄県からの参

加者もありました。寒

風吹きすさぶ中、沿道

の観衆や、一色中学校

生徒のボランティアら

の声援を受けて走って

いました。

　平成２６年西尾市成人式が１

月１２日、総合体育館で行われ

ました。１市３町の合併後初

めて１会場で開催され、新成

人 １ ，４ ７ ０ 人が出席しました。

　会場では華やかな晴れ着姿の新成人たちが、懐かしい友人や恩

師との再会に喜び合い、記念撮影をしたり、話に花を咲かせたり

していました。式典では、恩師からのビデオレターや、新成人た

ちの夢や目標を紹介したスライドショー、誓いの言葉などがあり、

新成人たちは大人としての決意を新たにしていました。

に向かって、大人としての第一に向かって、大人としての第一歩歩

平平成成２２ ６６年西尾市成人年西尾市成人式式夢



１１７７ 平平成成２２６６年年３３月月１１日日号号広広報報

　この雑記を書いているのは、ちょうど冬季オリンピ

ックが開幕したころです。選手たちのうれし涙、悔し

泣き、力を出し切ったという満面の笑顔。メダルが取

れても取れなくても、４年に一度の大会に、全力で自

分を表現している姿に心を奪われてしまいます。市内

の学校に通う児童生徒たちも陸上競技、球技など、さ

まざまな競技で活躍しています。この若い力を６年後

の東京オリンピックで見ることができたら…。想像す

るだけで、胸がワクワクします。（Ａ）

　２月９日に行われた、天下の奇祭「鳥羽の火祭り」。

約 １ ，２ ０ ０ 年前から伝えられ、国の重要無形民俗文化財

に指定されている伝統ある祭りです。燃え上がる「す

ずみ」の中に飛び込む奉仕者たちの勇敢な姿に、圧倒

されながら撮影した一枚です。

の山からの贈りの山からの贈り物物

体験学習会「お花炭を焼いてみよう体験学習会「お花炭を焼いてみよう」」冬

災意識の高揚と防災力の強 災意識の高揚と防災力の強化化

西尾市防災フォーラ西尾市防災フォーラムム防

　第１部では、ＮＰＯ法人「レスキューストックヤード」代

表理事の栗田暢之氏のコーディネートにより、市内の中学

生１０人が防災についてのパネルディスカッションを行いま

　西尾市防災フォーラムが

２月９日、文化会館で開催

されました。この地域で心

配されている南海トラフ巨

大地震を考える機会とする

もので、約 ３ ５ ０ 人の市民が

参加しました。

した。大地震や大津波などの対策を

話し合い、今後の防災対策を強化す

るための力強い宣言を一生懸命に発

表すると、客席からは大きな拍手が

送られていました。

　第２部では、栗田氏による南海ト

ラフ巨大地震に備える基調講演もあ

り、参加者は真剣に聞き入っていま

した。

に大きな缶に入れ、たき火台に載せて１時間、じっくりと

焼き上げました。参加者は、そのままの形でしっかりと炭

　いきものふれあいの里の体験

学習会「お花炭を焼いてみよう」

が２月２日、ネイチャーセンタ

ーで行われました。イガグリや

マツボックリ、モミジバフウの

実などをアルミホイルで包み、

クヌギやコナラの葉っぱと一緒

になった「お花炭」を一つ一つ手で取り出し、飾る場所や飾

り方を思い浮かべながら笑顔で眺めていました。

毎　毎月月４と４と９９の付く日の付く日にに

みどり川沿いで行われみどり川沿いで行われてて

いいるる四九朝市の２３周年行

事が行われ、訪れた市民

らが買い物をしたり、お

楽しみ抽選会を楽しんだ

りしていました。

みどり川 四九 朝市２ ３周年行事
よくばり

１１//１１９９

市指定文化財　市指定文化財のの

義倉蔵義倉蔵、、祇園祭祇園祭のの

みこみこししとと御旅御旅所所がが

ある伊文神社である伊文神社で、、

１１月月２２６６日の文化日の文化財財

防火デーに合わせ防火デーに合わせ、、

消火訓練などが消火訓練などが行行

われましたわれました。。

防火デーに伴う防災訓練１１//２２ ２２

文化会館大ホ　文化会館大ホーー

ルで上演。西尾ルで上演。西尾市市

の三河万歳をはの三河万歳をはじじ

め、豊田市、名め、豊田市、名古古

屋市、岡崎市か屋市、岡崎市からら

も無形民俗文化も無形民俗文化財財

などが、見事になどが、見事に演演

じられましたじられました。。

文化会館大ホール　文化会館大ホールでで

上演。弟子のぴっか上演。弟子のぴっかりり

さんの落語に続き、さんの落語に続き、小小

朝師匠の卓越した話朝師匠の卓越した話術術

による粋なこばなしによる粋なこばなしやや

落語で、観衆の笑い落語で、観衆の笑いをを

誘っていました誘っていました。。

春風亭小朝独演会２２//２２

愛知県民俗芸能大会
（西尾市大会）

２２//９９
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バ
ー
コ
ー
ド
対
応
の
携

帯
で
読
み
取
る
と
「
モ

バ
イ
ル
＠
西
尾
市
役
所
」

が
閲
覧
で
き
ま
す
。
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／
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６３
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５
７
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１３

全
面
広
告
財
源
確
保
の
た
め
有
料
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

内
容
に
つ
い
て
は
市
が
推
奨
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
細
に
つ
い
て
は
直
接
広
告
主
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。


